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１．研究計画の概要 
 本研究課題の目的は、中国語の歴史文法に 
関する従来の個別的・記述的成果を踏まえつ 
つ、近年目覚しく深化を遂げている現代中国 
語文法の理論的研究の成果を近代以前の中国 
語に適用することにより、上古から現代に至 
るまでの中国語の文法事象の歴史的変容（多 
様性）と汎時代的普遍性を究明することにあ 
る。 
 現代中国語に存在するさまざまな文法範
疇や文法構造の意味的および形式的特質は、
そのすべてがそれ以前の中国語に存在した
わけではない。それらのうちのあるものは古
代中国語の時代から現代まで汎時的に継承
されているが、あるものは多様な変容を遂げ
て現在に至っている。本研究課題は、５名の
研究者が、近年の現代中国語の研究を通して
得られた各種の文法範疇や文法構造の意味
と形式に関する有益な知見を参照しつつ、各
時代における様相を詳細に検討し、その成果
を共同討議し、それらの作業を通して各時代
間の差異とそれを生み出すメカニズムを明
らかにしようとするものである。同時に、古
今を通じて不易の中国語としての普遍的特
質や、汎時代的に有効に機能している文法的
および意味的範疇の存在を明らかにし、加え
て、それらの範疇化を動機づける関与的なパ
ラメータの究明を目指すものである。 
 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 上古期以来用いられてきた「“有”字存在 
文」（動詞“有”を述語として構成される存
在文）を対象に史的対照研究を行い、用例の
精査と綿密な理論的分析を通して、以下のよ
うな重要な知見を獲得した。 
①現代中国語に存在する「リアルな時空間に
おける具象的な事物の存在」を表すタイプの
“有”字存在文が上古期には未成熟であった。 
②『論語』に代表される上古前期の中国語に
おいては、動詞“有”の表す基本的な意味は
<存在>ではなく、<所有>であった。 
③リアルな時空間における事物存在を表す
“有”字存在文の用法は、<所有>を表す用法
から拡張したものであり、その萌芽は『史記』
に代表される上古後期に見られ、中古期にお
いて発達する。 
 
(2) 歴史的に形態変化に著しく乏しい中国語
にあっては、従来ヴォイスという文法範疇の
存在が等閑視されてきたが、本研究課題では
意味論的および構文論的な観点からヴォイ
スという現象を捉え直し、上古から現代に及
ぶ範囲でヴォイス的現象を考察した。その結
果、中国語においても、受身と使役の対立、
間接使役と直接使役の対立、さらには対格構
造と非対格構造の対立などが、上古から現代
に至るまで、さまざまなかたちで明確な構造
上の対立を伴って存在することが実証的か
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つ理論的に論証され、中国語の歴史的多様性
と汎時的普遍性の一端が明らかにされた。 
 
(3) 語順の問題については、上古期から中古
期にかけての疑問代名詞目的語の語順変化
の現象に焦点を当て、７つの文献を対象とす
る悉皆調査に基づき、当該の変化が３つのタ
イプに分かれることを論証した上で、それら
の変化を、上中古間に生じた複音節語の急増
と機能語体系の崩壊という言語構造全体の
変化に起因するものとして位置づけ、上中古
期における疑問代名詞目的語の語順変化の
メカニズムの一端を明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
  本研究課題の柱として重点的に進めてき
た存在文、語順およびヴォイスに関する研究
において、それぞれに、当初の目的である「中
国語の文法事象の歴史的変容（多様性）と汎
時的普遍性の究明」につながる実証的または
理論的成果を上げることができた。それらの
成果は、いずれも論文、著書あるいはシンポ
ジウムでの報告を通して公表され、とりわけ
存在文に関しては、2009年の日本中国語学会
全国大会において、本研究課題の代表者であ
る木村、研究分担者である木津、大西の計３
名が招待講演者として招かれ、シンポジウム
「存在表現の類型と歴史」が開かれるなど、
本課題の成果が国内の学界においても高く
評価されている。以上の点から、おおむね順
調に当初研究目的を達成していると判断す
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
存在文に関する研究を中心に一層の深化
を図り、記述と分析の精度を高め、とりわけ
近代以後の存在文の諸相と、その成立に密接
な関連を持つ数量詞による個体化表現の歴
史的変容の問題を探求する。 
さらに、2010年度は最終年度にあたるため、 
これまでの研究成果を総括し、いまだ口頭発
表に留まっている成果については、それらの
活字化に取り組み、国内外への積極的な発信
を目指す。また、本研究課題の成果が今後の
中国語文法史の再構築にいかなる貢献が可
能か、その具体的な方策を検討する。 
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